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1.1 取り組み

取り組み内容

1 ツイートによる為替の影響の可視化
2 テクニカル指標を追加した為替予測
3 ツイートをどのように考慮するか

目的
ツイートのデータとテクニカル指標を用いて為替を予測する
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2.1 ツイートによる影響の可視化

Figure: ツイート後のレート Figure: ランダムのレート

Figure: 2 K-shapeによる分析結果

目的
ツイートのデータとテクニカル指標を用いて為替を予測する
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3.1 追加したテクニカル指標

Table: p値

特徴量 p値
Close 0.041

perd(ストキャスティクス) 0.011
ADX(トレンド) 0.016

fama(MESAの適応型移動平均) 0.011
midpoint 0.010

htdcperiod(ヒルベルト変換 - Dominant Cycle Period) 0.02
signal(MACD) 0.013

特徴量
重回帰分析によって，p値が有意であったテクニカル指標を特徴量
として追加した
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3.2 分析結果

Figure: 検証 1 Figure: 検証 2

スコア
検証 1決定係数：0.74
検証 2 決定係数：0.85

5 / 9



1. 本研究について

2. ツイートによ
る為替の影響の可
視化

3. テクニカル指標
を追加した為替
予測

4. ツイートをどの
ように考慮する
のか

4. 今後の課題

3.3 考察

考察

1 特徴量として Closeのみを用いた分析よりも精度は上がった
2 やはり時間軸をずらすと適合率が上がると考えられる
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4.1 現状

Figure: 2 検証 2に分析結果

図のような入力にどのようにツイートのスコアを適応させるか
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4.2 感情スコア

Figure: 2 検証 2に分析結果

問題点
為替の価格は連続的なデータに対して，ツイートの感情スコアは離
散的なデータであるためどのように扱うかを考慮する必要がある
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4.1 現状

Figure: 2 検証 2に分析結果

図のような入力にどのようにツイートのスコアを適応させるか

9 / 9


	1. ËÜ¸¦µæ¤Ë¤Ä¤¤¤Æ
	2. ¥Ä¥¤¡¼¥È¤Ë¤è¤ë°ÙÂØ¤Î±Æ¶Á¤Î²Ä»ë²½
	3. ¥Æ¥¯¥Ë¥«¥ë»ØÉ¸¤òÄÉ²Ã¤·¤¿°ÙÂØÍ½Â¬
	4. ¥Ä¥¤¡¼¥È¤ò¤É¤Î¤è¤¦¤Ë¹ÍÎ¸¤¹¤ë¤Î¤«
	4. º£¸å¤Î²ÝÂê

